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八代TM R 飼料の活用　 その①
～準備万端で夏を乗り 切る～

生産本部　 営農指導課　

　 今年も も う すぐ 暑い夏がやってき ま す。 皆さ ん

夏を迎える 準備は出来ていま すか？

　 今回は、 夏に向けて、 暑熱対策事例を紹介し ま

す。

　 今回、 紹介し ま す熊本乳牛農協の坂本牧場は、

繋ぎ 牛舎の分離給与体型で経産牛40頭を 飼養し

（ 写真１ ）、 自給飼料作物は、 デント コ ーン・ イ タ

リ アンラ イ グラ ス ・ 飼料イ ネを生産し ていま す。

　 ま た、 令和５ 年夏（ ６ 月～９ 月） の個体平均乳

量は32.0㎏／日（ 熊本平均28.9㎏／日）、 分娩間隔

は397日（ 熊本平均441日） と なっていま す（ 牛群

検定よ り ）。

　 当牧場が実施し ている 暑熱対策への取組ポイ ン

ト を紹介し ま す。

【 ポイ ント ①： 八代TM Rの活用】

　 も と も と 通年給与でき る コ ーンサイ レ ージの量

は確保し ていま すが、 数年前の夏に二次発酵し た

自家産のコ ーンサイ レ ージを給与し ていた際、 食

い込み量が落ち、 牛の不調（ 流産や死産など） を

感じ る こ と があり ま し た。 それ以来、 特に暑く な

る ５ 月末から ９ 月上旬の期間は、 コ ーンサイ レ ー

ジから 熊本県酪連の八代TMR（ く ま エコ サイ レ ー

ジ） を使用し ていま す（ 写真２ ）。

　 八代TMRはし っ かり 発酵し ている ので、 二次

発酵も 気になら ず、 嗜好性も 大変良く 、 夏場の食

い込み向上に一役かっている と のこ と でし た。

【 ポイ ント ②： 粗飼料の細断】

　 給与する オーツ ヘイ 、 イ タ リ ア ン、 稲WCSは

ロ ールカ ッ タ ーと 細断機で２ ㎝～５ ㎝に細かく

カッ ティ ングし てそれを一定割合で混ぜて搾乳牛

と 乾乳牛に給与し て いま す（ 写真３ ・ 写真４ ）。
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（ 写真４ ）

　 ま た、粗飼料の食い込みを最重要視さ れており 、

夏の乾乳牛の粗飼料の食い込み量が落ちずに、 移

行期（ 分娩前後３ 週間） がス ムーズで、 乳量や乳

成分の安定に繋がっている と のこ と です。

【 ポイ ント ③： 送風＋細霧＋毛刈り 】

　 送風と 細霧が暑熱対策の基本であり 、 細霧装置

は温度と 湿度よ り 算出さ れる THIメ ータ ーを見な

がら 稼働さ せていま す。

　 今年は夏ま でに、 保有し ている 送風機の効率を

上げる ため送風機の掃除に加えて位置や角度の調

整を行い、 風量が足り ない箇所に送風機の増設を

予定し ていま す。 ま た、 夏場に乾乳牛も 多く なる

ので、 乾乳舎への細霧装置の設置も 予定し ていま

す。

　 さ ら に、 搾乳牛に対し て、 以前から 体表面温度

を少し でも 下げる ために毛刈り やブラ ッ シングを

実施し ていま す。

　 今回は、 暑熱対策の取組事例を 紹介し ま し た。

施設面では、 現状牛舎にある 装置を今以上に効率

的に使う 工夫、 飼料給与面では短く カッ ティ ング

し 食い易く する 工夫など 続けて、 費用が発生し な

い対策はある はずです。 牛舎環境等で変わり ま す

が、 熊本では早いと こ ろ で３ 月下旬頃から 牛に

と って、 暑熱ス ト レ ス を感じ ている 日も あり ま す

（ THI 65以上）。 皆さ んの牛舎で出来る 暑熱対策

を考え、 早めの準備を行い、 万全の態勢でこ れか

ら の本格的な夏を乗り 切り ま し ょ う 。
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COLUMN ― コ ラ ム ―

「 34年前の…乳牛改良！」

畜産部長

奥村　 　 洋

　 ゴ ールデン ウ ィ ーク に入っ て直ぐ の４ 月29日、

アジア市場での取引で外国為替市場の対ド ル相場

が乱高下し 、 34年ぶり に１ ド ル160円台に円安ド

ル高水準に達し たと いう ニュ ース は記憶に新し い

こ と と 思いま す。 飼料資材の大部分を 輸入に頼っ

ている 酪農産業では円安における 影響は多大なも

のなのですが今回は、 円安ではなく 自己紹介を 交

え て34年前の出来事について 書き た いと 思いま

す。

　 34年前の1990年（ 平成２ 年）、 熊本では「 第９

回全日本ホルス タ イ ン 共進会」 が合志市のカン ト

リ ーパーク （ 現： 農業公園） に於いて12日間で延

べ641千人の来場者で開催さ れま し た。 集ま っ た

乳牛は全国から 299頭、 熊本から は母系２ 組を 含

めて40頭の出品と なり ま し た。

　 その当時、 指導課配属になり 精液配送業務に従

事し て４ 年目を 迎えたこ と で熊本全共ま での期間

は、 各事業体のブルブッ ク や酪農雑誌を 毎日見返

し 種雄牛の系統を 理解する ばかり ではなく 、 年２

回の牛群審査へ同行する こ と で日本ホルス タ イ ン

登録協会の先生から 直接指導を 受け 種雄牛の特

徴、 搾乳牛の各部位の名称や正し い位置を 理解し

ま し た。 県共進会やＢ ＆Ｗでの審査補助での立会、

各地区の品評会審査員の経験で出品を 目指す同志

会の会員、 職場の先輩から 序列や審査公表の助言

を 聞く こ と によ り 牛の見方にある 程度自信を 持つ

よ う になり ま し た。 そう し た経験を 重ねたこ と で

地区最終予選会の審査や最終選抜会も 審査補助と

し て携わる こ と ができ ま し た。 全共での熊本県の

成績は、 未経産部門は３ 部と 経産部門７ 部で優等

賞一席を 獲得する こ と ができ ま し たが名誉賞は未

経産、 経産部門共に北海道勢の獲得と なり ま し た。

し かし ながら 、 九州で開催さ れた全国共進会と し

ては大成功を 収める こ と ができ ま し た。 私も 会期

中は、 出品班と し て幕舎に寝泊ま り し て運営に携

わる こ と ができ たこ と と 終了後各地区で開催さ れ

た祝賀会にも 参加さ せても ら い多く の関係者と 懇

親を深める こ と ができ たこ と を思い出し ま す。

　 さ て、 昨年営農指導課に配属になり 、 ゲノ ム 検

査によ る 最新の乳牛改

良に触れる 機会を 得る

こ と と なり ま し た。 私

の経験し た乳牛改良は、 熊本全共があっ た当時は

選抜淘汰の繰り 返し 「 良い牛を 選抜し て残し 、 儲

から な い牛は淘汰する 。 良質な 牛乳が長期間に

渡っ て搾れ、 飼料の利用性に優れた長命連産性が

あり 儲けさ せてく れる 牛に改良し なければいけな

い。」 と 教え ら れて き ま し た。 こ の選抜淘汰は、

本牛が分娩後一乳期搾乳し てその能力が証明さ れ

たこ と で行える も ので生ま れてから 少なく と も ３

年以上は必要になり ま す。 最新の乳牛改良は、 全

世界共通の信頼度が高いゲノ ム 検査を 活用し て 、

初産受精に間に合う よ う に申し 込み、 結果に基づ

き 改良の方向性を 見極め、 選択的な選抜によ る 高

い遺伝的価値のある 後継牛の確保と 適正交配のた

めの種雄牛選定が可能になっ たこ と で改良速度は

飛躍的に速く なっていま す。

　 最後に、 入会当時諸先輩から 「 良い母牛は良い

子牛を 生むと は限ら ないが、 良い子牛は良い母牛

にし か生ま れない！」 と よ く 聞かさ れま し た。 昭

和から 平成にかけての乳牛改良は、 検定記録と 肌

感覚に頼っ た種雄牛選定の選抜淘汰でし たが、 令

和の今では、 ゲノ ム検査を 利用し た選択選抜にな

り 乳牛改良の速度は全く 異なる も のと なっ ていま

す。 し かし 、「 良い子牛は良い母牛から にし か生ま

れない！」 と いう 基本的な改良のス タ ンス は、 今

も 昔も なにも 変わら ないのだなと 思いま す。 ま た、

ゲノ ム 検査での改良は、 環境要因が70 ～ 80％で

す。 餌、 牛舎環境、 構造そし て気候など 容易に変

える こ と が困難なも のでこ れも ま た昔と 同じ こ と

です。 ゲノ ム 検査を 利用し て良い母親を 早く 探し

てその母親から 後継牛を 残すこ と が令和の乳牛改

良になる と 思いま す。 円安で飼料や資材の高騰に

よ り 厳し い酪農経営と なっ ていま すが、 個々の牧

場にあっ た乳牛改良を 進めていただき 、 基本に立

ち返っ て「 牛が生活を 豊かにし てく れる ！」 を 思

い出し て乳牛の改良、 飼養管理の再点検を お願い

し ま す。
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STジャ パン社

荒木　 敏彦 氏

第2 0 回オール九州ブラ ッ ク アンド ホワイ ト ショ ウ開催
（ 付帯行事　 第4 7 回熊本県ブラ ッ ク アンド ホワイ ト ショ ウ）

　 去る ３ 月17日（ 日）、 菊池郡大津町の熊本県家

畜市場で、 九州ホルス タ イ ン改良協議会（ 岡嶋建

一郎会長） 主催の第20回オール九州ブラ ッ ク アン

ド ホワ イ ト ショ ウ（ 付帯行事 第47回熊本県ブラ ッ

ク アンド ホワ イ ト ショ ウ ） が開催さ れま し た。 　

　

　 本大会はホルス タ イ ン種牛の体型資質の改良と

向上を目指し 、 生産効率の高い牛群を増殖する と

共に酪農経営の堅実な発展を期し 、 同志間の連帯

親睦を深める こ と を目的

と し て行われており 、 九

州全県から 134頭が出品

さ れま し た。

　

　 審査員にはＳ Ｔ ジャ パ

ン社所属の荒木敏彦氏を

招き 、 ジュ ニアの部（ 第

１ 部～第６ 部）・ イ ンタ ー

ミ ディ エイ ト の部（ 第７ 部～第10部）・ シニアの

部（ 第12部～第13部） に分けて厳正なる 審査が行

われ、 それぞれのチャ ンピ オン・ リ ザーブチャ ン

ピ オンが決定さ れ、最後にグラ ンド チャ ンピ オン・

リ ザーブチャ ンピ オンが決定さ れま し た。

　 今回のグラ ンド チャ ンピ オン及びシニアチャ ン

ピ オン には今山陽一氏（ 宮崎県） 所有のグ ロ ー

リ ーナウ  Ｆ  テド  マダム  ミ ス タ ーメ リ ツ ク 号、

リ ザーブチャ ン ピ オン には㈱有田牧場（ 熊本県）

所有のダビド ソ ン レ デイ  ジヤガー号、 ジュ ニア

チャ ン ピ オン には松島太一氏（ 熊本県） 所有の

キー サイ ド キツ ク  ブリ ス ク  リ ユー号が選ばれ

ま し た。

　 九州農政局賞には、 グ ラ ン ド チャ ン ピ オン と

ジュ ニアチャ ンピ オン、 熊本県知事賞にはリ ザー

ブチャ ンピ オンが選ばれま し た。

　 ま た、 開催前日の16日（ 土） には、 伊藤耕史郎

氏（ Ｓ Ｔ ジャ パン㈱） を講師と し たリ ード マンス

ク ールや、 ４ 年ぶり の前夜祭で出品者間の親睦を

深める など 、 来年に迫った全共に向けて大いに盛

り 上がった大会と なり ま し た。
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出品
番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

1 2 1 1
グロ ーリ ーナウ Ｆ  テド  マダム ミ スタ ーメ リ ツク

1 7 30
ペン コ ール メ リ ツク

自家産
宮崎県乳用牛改良同志会

1 6 0 1 84 4 8 5 7 グロ ーリ ーナウ テ ド  マダム ボビ ーチエン 今山　 陽一

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

出品
番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

8 04
ダビ ド ソ ン  レ デイ  ジヤガー

4 1 26
ピーク  ジヤガー ET

北海道
ホワイ ト 酪農協

1 5 93 9 1 2 83 1 ダビ ド ソ ン  ジエ ダイ  レ デイ ㈱有田牧場

リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

出品
番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

3 3 0
キー サイ ド キツク  ブリ スク  リ ユー

4 12 1
ウオルナツ ト ロ ーン サイ ド キツ ク  ET

自家産
熊本酪農協

1 5 3 1 40 3 5 7 5 M W  JACO BS ユニク ス ブレ イ  ET 松島　 太一

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

出品
番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

2 03
スマイ リ ー ク ラ ラ  ポテンシヤル ラ ムダ

5 3 30
フ アーニア デルタ ラ ムダ ET

自家産
球磨酪農協

1 6 63 8 7 8 28 9 ク ラ ラ  ポテ ンシヤル ユニク ス 村田　 瑞晃

出品
番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

8 1 4
オールド リ バー FM  カウンテス ダブルコ ーク 144 0

3 11 16
ク ロ ト ー レ スペロ ン  ユニク ス ET

自家産
佐賀県乳牛改良同志会連絡協議会

1 6 2 7 40 2 8 3 3 オールド リ バー エ フ エ ム カ ウン テ ス  ド ア マ ン ㈱オールド リ バー

リ
ザ
ー
ブ

イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

出品
番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

1 3 08
TM F アルマーニ スカ イ  RED  ET

29 12 31
ミ スタ ー アツ プ ルズ アルマーニ ET

自家産
鹿本農協

1 5 72 8 2 6 30 2 TM F ラ イ ナリ ー ク ラ ツ ク  チ ーフ  ス カ イ  RED 若杉　 尚彦

リ
ザ
ー
ブ
シ
ニ
ア

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

第
１
部
名
誉
賞
首
席

出品
番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

1 0 6
KL ブーテイ ー ホワイ ト  フ タ ゴ

5 3 5
フ ァ イ ンデール ホッ ト ブーティ ー ET

自家産
大分県乳牛改良連絡協議会

1 5 2 1 06 7 3 4 3 KL サンク  リ ベン ジヤー プラ ム 吉長　 勇太

出品
番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

4 03
ミ ルキツシユ サイ ド キツク ルーシー ET

4 11 16
ウオルナツト ロ ーン サイ ド キツク  ET

鹿児島県
鹿児島県乳牛改良同志会

1 6 34 9 9 1 98 6 M K アイ デイ ー ド アマン  レ イ  ET 鹿児島県立市来農芸高等学校

リ
ザ
ー
ブ
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

第
４
部
名
誉
賞
首
席
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出品
番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

5 0 7
キー ユニク ス エルレ イ ド  ET

4 7 7
ク ロ ト ー レ スペロ ン  ユニク ス ET

自家産
熊本酪農協

1 6 4 2 40 3 2 9 7 キー ダイ アモン ド バツ ク  エリ ザベス ET 松島　 太一

第
５
部
名
誉
賞
首
席

出品
番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

6 01
ビユーテイ ガール ミ ス シエフ ズ ダイアリ ー

4 4 28
スタ ン ト ンズ チーフ  ET

自家産
福岡県乳牛改良協議会

1 6 59 2 2 9 19 4 ビ ユ－テ イ ガ－ル ミ ス ブ ラ ツ ク ダイ ヤ ET 中村　 毅

第
６
部
名
誉
賞
首
席

出品
番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

7 0 4
プ ラ チナ  ド ラ モ ン ド  ア ラ ルコ ン  リ リ ー

3 3 8
N LBC ブルースカ イ  アラ ルコ ン  フ タ ゴ

自家産
宮崎県乳用牛改良同志会

1 6 3 7 25 2 7 0 1 プラ チナ ド ラ モン ド  ジヤコ ビ ー リ リ ー 浜崎　 太一

第
７
部
名
誉
賞
首
席

出品
番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

9 04
ド リ －ム チ－フ  デリ ア

3 7 25
スタ ン ト ンズ チーフ  ET

自家産
熊本酪農協

1 6 47 2 1 1 96 5 ド リ ーム アルタ ホツ ト ロツ ド  デリ ア 松野　 佑哉

出品
番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

1 0 1 8
ク ロ ス オ ーバー ク リ ア カ ラ ツ ト  デン バー

2 10 20
ブレンラ ン ド  デン バー

自家産
球磨酪農協

1 6 0 6 48 4 9 9 7 ク リ アカラ ツト  ダイ アモンド バツク  ブラ ツク 豊永　 誠

第
10
部
名
誉
賞
首
席

出品
番号

名号 生年月日 出品牛の父
産地

出品組合

登録番号 年 月 日 出品牛の母 出 品 者

1 1 12
アールオーク  ロート ラスト  DM  ラブリ ー ET

2 3 17
コ ムスタ ー ロート ラ スト

自家産
福岡県乳牛改良協議会

1 3 43 9 6 6 48 0 ベルフ アースト  ド アマン  ラ スト  ET 笠　 直哉

第
11
部
名
誉
賞
首
席

第
９
部
名
誉
賞
首
席
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①宇藤氏発表

②桐原氏発表

③熊本集合写真

④全体写真

２ 年ぶり の九州酪農発表大会開催！

経営部門で 最優秀賞を 受賞‼
　 第51回九州酪農青年女性酪農発表大会が４ 月17

日（ 水） ～18日（ 木） に、 ホテルグラ ンド パレ ス 諫

早（ 長崎県諫早市） で開催さ れま し た。 今年は経

営発表の部に㈲ビーユーフ ァ ーム代表取締役　 宇

藤貴夫氏（ 大阿蘇酪農協）、 意見・ 体験発表の部

に桐原愛氏（ Ｊ Ａ 菊池 旭志中央支所） が出場さ

れま し た。 九州各県よ り 発表者が集ま り 、 経営発

表の部は２ 名、 意見・ 体験発表の部は８ 名出場と

活気のある 大会と なり ま し た。

　 経営発表の部については宇藤氏の他に福岡県代

表の田中敏夫氏が出場さ れ、 特徴ある 取組・ 成績

等を発表さ れま し た。 田中氏は牧場の生産性向上

のために暑熱対策や粗飼料の改善など一つ一つ確

実に改善し ていく 取り 組みをさ れていま し た。 一

方、 宇藤氏は就農ま での経緯や牧場改善を発表す

る 他、 経営モッ ト ー（ バラ ンス を保つ）のも と 地域

と の関わり 、今後の展望について発表さ れま し た。

　 ま た、 意見・ 体験発表の部については九州各県

（ ８ 県） から 出場し 、 子供へ向けての食育活動の

取組や、 自身が牧場を持つための努力等、 各々特

色ある 意見・ 体験を発表さ れま し た。 中でも 、 桐

原氏については、 酪農と の出逢いから 現在に至る

ま での経緯や一頭の牛と の思い出等について発表

さ れ、 酪農家と し てのやり がいや熱い思いを感じ

取る こ と ができ ま し た。

　 18日の結果発表では、 経営発表の部で熊本県代

表の㈲ビーユーフ ァ ーム　 宇藤氏、 意見・ 体験の

部では、 佐賀県代表の松本氏が最優秀賞を 受賞、

会場も 大いに盛り 上がり 、 第51回が無事閉幕し ま

し た。

　 最優秀賞を受賞さ れた㈲ビーユーフ ァ ーム　 宇

藤氏におかれま し ては、７ 月18日（ 木）、19日（ 金）

に愛知県名古屋市東急ホテルで開催さ れる 第51回

全国酪農青年女性酪農発表大会へ九州代表と し て

発表さ れま す。 全国酪農発表大会でも 、 引き 続き

周囲の皆様の応援・ ご協力をよ ろし く お願いいた

し ま す！
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　 熊本県が定めた熊本県補助金等交付規則（ 昭和56年熊本県規則第34号） 及び熊本県農林水産業振興補

助金等交付要に基づき 、 熊本県酪農業協同組合連合会が事業主体と し て下記のと おり 高品質乳用牛導入

事業を実施し ま す。

記

１ ． 事業内容　 　

　 　 　 高品質生乳生産と 乳牛改良推進に意欲を有する 者に、優良な乳用牛の導入を円滑に実施する ため、

初妊牛を３ 年間貸し 付けた後、 譲渡する も のと する 。

２ ． 事業対象頭数　 　 178頭　 　                 

　（ １  ） １ 戸あたり の導入頭数は４ 頭を 上限と し ま す。 但し 、 申し 込み総数が178頭を超過する 場合は、

１ 戸当たり の上限頭数を削減する も のと する 。

　（ ２ ） 事業期間は、 令和６ 年４ 月１ 日から 令和７ 年２ 月28日ま でと する 。

３ ． 事業予定総額　  115,700千円　（ 本会貸付総額概算）

４ ． 補助額　 １ 頭当たり 36千円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

５ ． 事業対象牛　

　（ １ ） 本会が取り 扱う も ので、 登録牛若し く は登録申請中のホルス タ イ ン種初妊牛と する 。

　（ ２ ） 乳用種性判別精液又は乳用種性判別受精卵利用によ り 受胎が確認さ れたも のと する 。

６ ． 事業参加要件

　（ １  ） 事業参加者は、 本会会員の酪農家で、 優良な初妊牛の導入によ り 高品質生乳生産と 増頭の意欲

を有し 、 牛群整備計画を有する も のと する 。

　（ ２  ） 生産さ れた雌子牛は、 一般社団法人日本ホルス タ イ ン登録協会の登録規定に基づく 登録を行う

も のと する 。

　（ ３ ） 導入牛を家畜共済に加入する も のと する 。

７ ． 事業対象牛の精算　 　

　 　 　 事業対象牛の精算は、事業参加者へ引き 渡し 後、事業対象牛の導入時価格補助額控除後（ 消費税、

諸経費を含む） を翌々月の乳代控除と し 、 納付回数は36回と する 。

８ ． 併用事業
　 　 　 令和６ 年度搾乳素牛確保対策導入事業

　

以上

令和６ 年度高品質乳用牛導入事業実施要領について
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子牛の 中耳炎
生産本部指導部　 技術課　 吉村　 直人　

　 牛舎で子牛を観察し ていて片耳が垂れている の
を見つけた経験がある と 思いま す。 こ れは中耳炎
の症状の一つで、 子牛がマイ コ プラ ズマに感染し
て起こ り ま す。 耳の病気ではあり ま すが、 肺炎を
併発し ている こ と も あり 、 重篤化する と 神経症状
を示し 予後不良と なる こ と も あり ま す。 症状が観
察さ れた時には既に病状が進んでいる こ と も 多
く 、 悩ま し い病気の一つです。

原因／病態
　 牛 の 中 耳 炎 の 主 な 原 因 は マ イ コ プ ラ ズ マ

（ Mycoplasm a bovis） によ る 感染です。 鼻と 耳は
繋がっている ため、 鼻腔から 耳管を通って中耳に
感染し 、症状を引き 起こ し ま す。 感染経路と し て、
マイ コ プラ ズマに感染し た親牛の乳汁を摂取する
こ と によ る も のや、 感染し た子牛の鼻汁を介し た
も の、 ある いは咳やく し ゃみによ る 飛沫感染があ
り 、 特に群飼育し ている 場合速やかに感染が広が
り ま す。 生後20日から 40日齢で好発し 、 ３ か月齢
以上での発生は少ないと 言われていま す。
　 冒頭でも 記し たよ う に耳が下垂する こ と で発見
さ れる こ と が多く 、 発熱、 肺炎など の呼吸器症状
に加え、 関節炎を伴う こ と も あり ま す。 症状が進
行する と 耳の熱感、 耳から の膿の漏出が見ら れま
す。 ま た、 耳にたま った膿が神経を圧迫し て、 斜
頸（ 首をかし げる ） や顔面麻痺、 平衡感覚の消失
等の神経症状を示すよ う になり 予後不良と なる こ
と も あり ま す。

治療
　 中耳炎の治療は抗生物質の使用が基本になり ま
す。 マイ コ プラ ズマに効果を示すニュ ーキノ ロ ン
系やマク ロ ラ イ ド 系など の抗生物質の全身投与を
行う こ と は初期の中耳炎に有効です。 それに並行
し て、 生理食塩水などによ り 中耳にたま っている
膿を洗い流す治療が行われる こ と も あり ま す。 ま
た耳の毛を短く する こ と で耳道内の通気性を良く
し 、 マイ コ プラ ズマの増殖を抑える 効果があり ま

す。 し かし ながら 症状が重篤化し ていた場合、 治
療に対する 反応は良く ないため、 早期発見や予防
が重要と なり ま す。

予防
①　 免疫の強化
　 子牛の免疫は初乳によ る も のが大き いため、 適
切な初乳給与が最も 重要と なり ま すが、 マイ コ プ
ラ ズマ乳房炎罹患牛の乳汁を給与する こ と は感染
の要因になり ま す。 56℃ 30分の加熱殺菌を 行う
こ と で乳汁によ る 感染リ ス ク を減ら すこ と ができ
ま すが、 マイ コ プラ ズマに関わら ず乳房炎を発症
し ている 牛の初乳は給与し ないでく ださ い。
　 ま た他の細菌やウ イ ルス と の混合感染によ る 呼
吸器症状の重篤化を防ぐ ために呼吸器病ワ ク チン
の投与も 有効です。 鼻腔内投与型や注射型が存在
し 、 接種時期や使用する ワ ク チンは農場ごと に異
なる ため、 係り つけの獣医師に相談し て適切なワ
ク チンプロ グラ ムを作成する 必要があり ま す。
②　 飼養環境
　 感染牛の鼻汁に接触する こ と で感染が成立し、
群内に感染が拡大する ので、 感染牛の早期発見と
隔離が重要になり ま す。 密飼いは子牛同士の接触
機会が増える こ と に加え、 ス ト レ ス によ る 免疫低
下を引き 起こ すため、 分娩が多い際にはよ り 一層
の注意をお願いし ま す。 ま た寒冷環境においても
免疫力は低下する ため、 チョ ッ キやヒ ータ ーによ
る 温度管理が重要になり ま す。 マイ コ プラ ズマは
消毒に弱いため、 石灰など によ る 消毒が有効にな
り ま す。 今一度牛舎内の消毒の徹底をよ ろし く お
願いし ま す。

最後に
　 依然と し て酪農情勢は厳し いですが、 中耳炎の
予防や早期発見、 適切な治療によ り 治療コ ス ト の
削減や子牛販売価格の維持を実現し 、 少し でも 経
営の助けと なれば幸いです。
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